鎌倉市自治基本条例策定市民会議第１４回幹事会　会議の概要
	日　　時　　　　　　　平成２０年３月１２日（水）　午前１０時～１２時

	場　　所　　　　　　　市役所　２０１会議室

	出席者：橋爪、宅見、小泉、幸道、郡司、山村、三嶋、
欠席者：狩谷
議事進行担当：議長　宅見

事務局：征矢　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

	会議の概要
１　規約の改正について
第35回全体会での代表の発言を受けて、規約改正を行うかどうかについて意見交換を行った。

【規約改正に対する代表の考え方】

市民会議の組織がどのように終ればよいかを考えている。自治について何が大事で、最低限何がそろっていればよいか、この市民会議で実践していると考えている。市民が行政に意見を言う場はこれまでの審議会のようなものではない。今後とも地域の核となるものは地縁団体であると考えるが、活動団体も含まれてくると、これからのコミュニティーはどのようになるのかを考えないといけない。市民組織の運営はどういうものか、この市民会議が終るまでには結論を出したい。そのことから規約改正は凍結とした。
【意見】

・第36回全体会では規約改正についての発言はなかったので、今規約改正を議題にする必要はなさそうだが、改正案をつくるための委員会を設置する提案をしたらどうか。
・コミュニティーの討議をする時だとすると、まだ機は熟していない。規約は大綱を固めてコミュニティーの討議をした後のタイミングではないか。
・規約改正を後にするということは、市民会議を大綱案にある市民委員会や推進会議につなげていこうということか。市民会議は条例素案を市に提出して終わりにし、市民委員会などはその後新たに立ち上げるものと考える。
・やっと大綱案についての討議が始まってきたので、これを何回か重ねてやっていきたい。規約の改正はその後でよいのではないか。
・規約を決めて規約通りに運営すべきであるという意見がある。しかし、これだという自治のルールはないので、実験的に市民会議は運営している。運営していく中で自治のルールが見えてくると考えているので、規約は最後に作ればよい。
・市民会議は大きな組織である。規約は運営のことなので早く決めるべきだと思っていたが、規約がない中でここまで来た。原則論からすると規約は早く決めるべきだが、今は大綱案を討議する時だと思う。
【結論】

・今はルールをつくりながら前に進んでいるので、今は大綱案の検討を行い、その後に規約改正を行う。規約改正にあたっては、今後の市民組織の在り方も考えながら行っていく。ただし、この市民会議の任務は条例素案を市に提出することなので、条例素案提出後市民会議は解散する。
２　起草委員会について
今後の予定にある、起草委員会について案をつくる必要がある。今後、起草委員会の内容について検討していくことになった。今後の予定については、4月までの日程を入れたものを作成して全体会に示す。
３　かまくら市民活動の日フェスティバルの参加について
市民会議はＮＰＯセンターに登録しているので参加団体募集の案内が届いた。5月20日～25日に鎌倉生涯学習センターで行われるので参加することとしたい。参加については、市民対話交流として策定支援部会が対応することとする。
４　その他

会員から提出されている前文を取りまとめた資料は、参考資料の追加として全員に配布する。

質問書についても、量があるのでメールではなく焼きだしたものを事前に全員に送ることとする。



	特記事項

・次回の幹事会は、

平成２０年４月２日（水）午後６時３０分～午後８時３０分　市役所分庁舎７０１会議室




